
 

 

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 ◆D-19-1-1 

事業名  我孫子市市街地液状化対策事業（境界杭の埋設工事） 

事業費 9,090千円（国費 7,271千円） 

事業期間 平成 24年度～平成 25年度 

事業目的 

東日本大震災による地盤の液状化によって、地表面のゆがみが発生し、境界の位

置が大きなところでは約 40cm動いた。また、埋設していた境界杭は沈下等で特定が

困難なことや大きく動いてしまい使用できない状況となっており、復興を進める上

で大きな課題となっているため、新たに境界杭の埋設を行う。 

 

事業地区 

我孫子市布佐東部地区（10.3ha） 

事業結果 

○境界杭の埋設工事業務委託費用：9,090千円（国費 7,271千円） 

・境界杭設置箇所：628箇所 

事業の実績に関する評価 

①事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

・境界杭の埋設により、液状化によって混乱した地籍を整理して道路などの公共施設

や宅地の復旧・復興を促進することができたことから事業の効果は高いと考える。 

 

②コストに関する調査・分析・評価 

・事業実施にあたり、境界杭の本数については、地権者の立会いや震災前の地積測

量図から埋設する本数を確認して事業を実施したことから事業費は妥当であると

考える。 

 

③事業手法に関する調査・分析・評価 

・現地に事務所を設置して、震災前の境界の場所等について確認を行ってから事業

を実施したことで、的確な位置に境界杭を埋設することができたことから事業手

法は妥当であったと考える。 

 

○復興交付金事業計画の有用性、経済性や復興交付金事業の実施にあたり改善が可

能であった点 

・特になし 

事業担当部局 

都市部地域整備課布佐東部地区復興対策室 電話番号：04-7185-2462 

 


